
　　2022年度 生物統計演習　第2回　　
Rでのプロミラングに必須となる『文字列』『繰り返し』『条件分岐』を概説する。

I. 文字列
※ 以下のコマンドを実際に入力して、同じ結果になるかどうか確かめること。

　Rでは、数字だけでなく文字列も値として扱える。文字列は、シングルクォーテーション(‘)か、ダブルクォーテーショ
ン(“)で括って示す。

> x <- c('a', 'b', 'c')
> x
[1] "a" "b" "c"
> x[2]
[1] "b"

　Rでは、予め以下の文字ベクトルが定数として用意されている。

> LETTERS
[1] "A" "B" "C" "D" "E" "F" "G" "H" "I" "J" "K" "L" "M" "N" "O" "P" "Q" "R"
[19] "S" "T" "U" "V" "W" "X" "Y" "Z"
> letters
[1] "a" "b" "c" "d" "e" "f" "g" "h" "i" "j" "k" "l" "m" "n" "o" "p" "q" "r"
[19] "s" "t" "u" "v" "w" "x" "y" "z"
> month.name
[1] "January"   "February"  "March"     "April"     "May"       "June"
[7] "July"      "August"    "September" "October"   "November"  "December"
> month.abb
[1] "Jan" "Feb" "Mar" "Apr" "May" "Jun" "Jul" "Aug" "Sep" "Oct" "Nov" "Dec"

2. 文字数のカウント

> nchar('abcdef')
[1] 6
> nchar(c('a', 'bcd', 'ef'))
[1] 1 3 2

> nchar(month.name)
[1] 7 8 5 5 3 4 4 6 9 7 8 8

3. 大文字/小文字への変換

> toupper('abcdef')
[1] "ABCDEF"
> tolower(LETTERS)
[1] "a" "b" "c" "d" "e" "f" "g" "h" "i" "j" "k" "l" "m" "n" "o" "p" "q" "r" "s"
[20] "t" "u" "v" "w" "x" "y" "z"

4. 文字列の結合：pasteコマンドで結合できる。何も指定しないとスペースを挟むが、sepで挟む文字を指定できる。
また、何も指定しないとベクトルはベクトルのまま返すが、collapseで区切り文字を指定するとベクトルを結合する。

> paste('a', 'bcd' , 'ef')
[1] "a bcd ef"
> paste('a', 'bcd' , 'ef', sep='')
[1] "abcdef"

> paste(c('a', 'bcd' , 'ef'))
[1] "a"   "bcd" "ef"　　　　　　※結合されていない　
> paste(c('a', 'bcd' , 'ef'), collapse='')
[1] "abcdef"

5. 文字列の一部の取り出し：
　substrコマンドでは、最初の位置と最後の位置を指定することで、文字列の一部を抜き出すこどができる。

> substr('abcdef', 2, 4)
[1] "bcd"
> substr(month.name, 1, 3)
[1] "Jan" "Feb" "Mar" "Apr" "May" "Jun" "Jul" "Aug" "Sep" "Oct" "Nov" "Dec"



substringコマンドは、substrとほぼ同等の機能を持つが、最後の位置を省略できる。

> substring('abcdef', 2, 4)
[1] "bcd"
> substring('abcdef', 2)
[1] "bcdef"

6. 文字列の分割：strsplitコマンドは、splitで指定した文字で文字列を分割する。

> strsplit('How are you?', split=' ')[[1]]
[1] "How"  "are"  "you?"

7. 文字の置換：chartrコマンドは、指定した文字を異なる文字で置き換えられる。

> chartr('ace', '000', 'abcdefg')
[1] "0b0d0fg"

> chartr('fdc', '000', 'abcdefg')
[1] "ab00e0g"

II. 繰り返し(loop)
　同じ動作を何回も繰り返すことは、プログラムの基本。どんなプログラミング言語にも必ず用意されている。

Rにも以下のコマンドがある。

※ 以下のコマンドを実際に入力して、同じ結果になるかどうか確かめること。

1. forループ：以下のように指定すると、ベクトルの要素数だけ作業が繰り返される。その間、変数にはベクトルの各
要素が順に代入される。

　　for(変数 inベクトル)　繰り返したい作業

例えば、以下のように x に1を加える作業を、10回繰り返すことができる。

> x <- 0
> for(i in 1:10) x <- x+1
> x
[1] 10

forループの実行中、変数には指定したベクトルの要素が左から順に当てはめられていく。

> y <- NULL
> for(j in c(5,1,4,2,3)) y <- c(y, j, 0)
> y
[1] 5 0 1 0 4 0 2 0 3 0

※ “NULL” は空っぽのベクトルを意味する。

forループで繰り返す作業が2つ以上ある場合、中括弧{}で繰り返したい作業をくくる。1行に複数のコマンドを並べる
場合は、セミコロン(;)で区切る(左下)。コマンドの途中で改行すると、｢続きは?｣という意味の “+”が表示されるので、
その後に続きを入力する(右下)。

> x <- 0
> y <- 0
> for(i in 1:10) { x <- x+i; y <- y+i^2 }
> x
[1] 55
> y
[1] 385

> x <- 0
> y <- 0
> for(i in 1:10) {
+ x <- x+i
+ y <- y+i^2
+ }
> x
[1] 55
> y
[1] 385

課題2-1 　rev(x) と同じ結果になるためには、以下の空欄にどんなコマンドを入力すべきか答えよ。



　　　　　 なお、revコマンドを使った解答は認めない。必ずforコマンドを用いよ。

　> x <- c(0, 10, 20, 40, 80)
　> y <- NULL
　>
　> y
　[1] 80 40 20 10  0

　解答は、課題2-2, 2-3と共にGoogleフォーム(課題2-3に記載)で提出せよ。
　NG解答：　y <- rev(x)　とか　y <- c(80, 40, 20, 10, 0)

2. whileループ：条件が満たされている間、作業が繰り返される。
　　while(条件)　繰り返したい作業

以下の例では、x が10未満の間、x に1が加えられる。

> x <- 0
> while(x < 10) x <- x+1
> x
[1] 10

whileループでも、複数のコマンドを繰り返す場合、コマンドを中括弧{}で括る。以下の例は、100未満の7の倍数を含
むベクトルを x に入れる。

> x <- NULL
> i <- 1
> while(7*i < 100) { x <- c(x, 7*i); i <- i+1 }
> x
[1]  7 14 21 28 35 42 49 56 63 70 77 84 91 98

※repeatやbreakなどのコマンドもあるが、構造化プログラミングには向いていないので、紹介しない。

III. 条件分岐
　与えられた値によって行う作業を変えたい状況よくある。そのため、条件分岐に関するコマンドも大抵のプログラミ

ング言語には用意されている。

※ 以下のコマンドを実際に入力して、同じ結果になるかどうか確かめること。

1. ifコマンド：指定した条件が真(TRUE)の時にだけ、作業を実行する。
　if(条件)条件が真の時に行う作業

作業が複数の場合は中括弧{}で括るが、1つの場合は不要。

> x <- -10
> if(x < 0) x <- -x
> x
[1] 10
> x <- 5
> if(x < 0) x <- -x
> x
[1] 5

> x <- 5
> if(x > 0) { x1 <- x+1; xx <- x^2 }
> x1
[1] 6
> xx
[1] 25

　”else” の後に、条件が偽(FALSE)の時に行う作業も指定できる。

　if(条件)条件が真の時に行う作業 else条件が偽の時に行う作業



> x <- -10
> if(x > 0) y <- x else y <- -x
> y
[1] 10

> x <- -10
> if(x > 0) {
+  y <- x
+  z <- 'plus'
+ } else{
+  y <- -x
+  z <- 'minus'
+ }
> y
[1] 10
> z
[1] "minus"

2. ifelseコマンド：上のコマンドと似ているが、コマンドの引数に条件だけでなく、真の場合と偽の場合の値も与える
点が異なる。

　ifelse(条件,条件が真の時に返す値,条件が偽の時に返す値)

> x <- c(-5, 10)
> ifelse(x >= 0, 'plus', 'minus')
[1] "minus" "plus"

課題2-2 　以下の空欄に入力すべきコマンドを答えよ。 必ずifコマンドか、ifelseコマンドを用いよ。

> x <- 1:10
> y <- NULL
> for(i in x)
> y
[1] "odd"  "even" "odd"  "even" "odd"  "even" "odd"  "even" "odd"  "even"

※ ‘odd’ は奇数、’even’ は偶数を意味する。
　解答は、課題2-1, 2-3と共に、Googleフォーム(課題2-3に記載)で提出せよ。
NG解答：　y <- rep(c('odd', 'even'), 5)

3. switchコマンド：条件の真偽ではなく、当てはまる選択肢があった場合に、指定した値を返すコマンド。
　switch(条件,選択肢1=値1,選択肢2=値2, …. ,当てはまる選択肢がなかった時に返す値)

> x <- 'b'
> switch(x, 'a'=1, 'b'=2, 'c'=3, 'other')
[1] 2

　条件として何番目の値を返すか指定することもできる。

　switch(1以上の整数,値1,値2, …. )

> switch(1, 'one', 'two', 'three')
[1] "one"
> switch(4, 'one', 'two', 'three')
>　　　　　　4番目の選択肢がないので、何も返さない　

IV. ここまでの知識の応用
1.素数ベクトルの生成：先週の方法を利用してもよいが、先週は2から自身より1小さい値までの全ての整数で割り
切れるかどうか確認していた。しかし、4や6などの2の倍数で割り切れれば2で割り切れるのは当たり前なので、自
身より小さい素数で割り切れるかどうかを調べるだけで十分である。なので、以下の手順で100以下の素数を含む
ベクトルを生成できる。



> x <- NULL
> for(i in 2:100){ 　※2~100が素数なのか確認。　
+   y <- i%%x 　※調べる数値を、これまで分かっている素数で割った余りを得る。
+   if(length(y[y==0]) == 0) x <- c(x, i)　※割り切れる素数が0個なら、素数ベクトルに加える。
+ }
> x
[1]  2  3  5  7 11 13 17 19 23 29 31 37 41 43 47 53 59 61 67 71 73 79 83 89 97

課題2-3 　上記の手順を利用し、200以下の素数を求めよ。
各数値をカンマで区切った方が見やすいが、Rが返すスペース区切りのままでも構わない。
また訂正前の課題のように「1」を含んでいても構わない。
解答は、課題2-1, 2-2と共に、こちらのフォームに記入せよ。

https://forms.gle/YetZrBMU67U8e4Dt5

